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研究成果の概要（和文）： 
本研究班を構成する４グループ（オオムギ，コムギ，ダイズおよびメロン）が中国および周縁

諸国において合計１２回の現地調査を行い，各作物の在来品種や近縁野生種などの新規遺伝資源
を収集・導入した．これら遺伝資源の多様性解析により，各作物の進化・伝播・適応について数々
の重要な知見を得ることができ，論文や図書などにより公表した．さらに，実用形質（品質，早
晩性，各種ストレス耐性など）の改良に有用な遺伝資源を特定できたことから，品種改良への応
用ならびに新規遺伝子の解明という基礎研究の展開を可能にした． 
 
研究成果の概要（英文）： 

Plant genetic resources of important crops, including barley, wheat, soybean and 
melon, have been explored in and around China and successfully introduced through a 
total of twelve times of field expedition. Several important new findings related with 
the evolution, transmission, adaptation of these crops have been obtained by the 
analysis of diverse plant genetic resources, and published by scientific papers and 
books. We also identified several accessions which can be used for the improvement of 
agronomical traits. Such novel resources will be utilized in breeding program of each 
crop, as well as for basic research to identify novel genes.  
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１．研究開始当初の背景 
 (1)植物遺伝資源は人類や地球環境の未来に

とって必須の潜在的機能を保有する未利用資
源の宝庫であり，また作物の多様性・進化研



究にとって不可欠な研究基盤である． 
(2)本研究の調査対象地域である中国におけ
る農耕の歴史は古く，黄河流域の雑穀農耕や
揚子江流域の稲作農耕が成立する過程におい
て数々の作物が栽培化されたと考えられてお
り，その周縁地域も含めてそれぞれの祖先野
生種が現在でも自生している． 
(3)中国西部を中心とする山岳地域において
は山と谷の標高差が激しく，狭い地域に多様
な環境が分布している．これらの地域は民族
的にも多様であり，それぞれ固有の作物品
種・食文化を有している．これらの多様性を
反映して，各種作物の多様な遺伝的変異と潜
在的価値の高い未利用の遺伝資源が保持され
ている． 
(4)ところが，農業の近代化や自然植生破壊の
進行に伴い，多様化した作物遺伝資源が急速
に失われつつある．さらに，“世界共通の財
産”として国境の隔てなく利用され，また各
国の研究者間で共有されてきた植物遺伝資源
の囲い込み・国家間交流の制限が厳しくなっ
ている．したがって，植物遺伝資源の体系的
収集・評価を現地研究者と共同して進める海
外学術調査は，緊急度が極めて高い研究課題
であり，作物遺伝資源の利用に向けた基礎研
究に不可欠である． 
 
 
２．研究の目的 

本研究班の第３次までの学術調査の成果を
踏まえ，本研究では，中国の未調査地域およ
び中国周縁諸国の調査を進め，各作物および
近縁野生種の地理的分布と環境適応の実態を
明らかにするとともに，最新の分子遺伝学的
手法を含む各種の解析法を用いて遺伝的多様
性の解析を行う．これらの結果に基づいて，
各作物種の起源・伝播・適応を明らかにする
とともに，野生種・在来種に潜在する未利用
の有用遺伝子の発見とその機能開発に関する
基礎研究をめざす． 

なお，これまでの３次にわたる学術調査と
は異なり，本研究ではロシアおよび中央アジ
ア諸国を重要な調査対象地域と位置づけてい
る．  
 
 
３．研究の方法 

本研究班の調査対象地域は図１の通りであ
り，現地研究者との共同研究として各種作物
の現地調査を行う．作物遺伝資源（種子）の
収集に加え，農民への聞き取り調査などによ
り現地での栽培方法・時期，種子の採種・貯
蔵方法，利用法，呼称などを調査する． 

研究対象とするオオムギ，コムギ，ダイズ，
およびメロンの分布地域や調査適期が異なる
ので，基本的にはグループ単位で調査を行う
が，事情が許す限り複数の作物グル―プで共

同調査を行い，より包括的な研究を展開でき
るようにする． 

現地調査終了後に，種子の増殖，検定交配，
適応形質の調査・遺伝解析，アイソザイム分
析，及びDNA多型解析などを行い，集団の遺伝
的構造を明らかにするとともに，新規有用遺
伝子の発見とその機能開発に関する基礎研究
を行う．その具体的な内容は，“４．研究成
果”に記載した通りである． 
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図１．本研究の調査対象地域 
 

 
 
４．研究成果 
本研究班を構成する下記の４グループが中

国および周縁諸国を訪問し，のべ12回にわた
って現地調査を行い，重要作物の遺伝資源を
収集・導入するとともに，作物の進化・適応・
多様性について数々の重要な知見を得ること
ができた．その概要は下記の通りである．な
お，共同研究を実施した現地研究機関との連
携が強化されたことも，本研究の重要な成果
である． 
 

１．オオムギ・コムギグループ；①中国貴州
省および雲南省（2007年7月，中国科学院昆明
植物研究所との共同調査），②アルメニアお
よびアゼルバイジャン（2008年6-7月，ロシ
ア・N.I.ヴァヴィロフ研究所との共同調査），
③タジキスタンおよびウズベキスタン（2009
年6-7月，ロシア・N.I.ヴァヴィロフ研究所と
の共同調査）においてオオムギおよびコムギ
遺伝資源の調査・収集を行った．収集サンプ
ル数は，①栽培ムギ類204系統，②野生および
栽培ムギ類484系統，③野生および栽培ムギ類
442系統である．作物遺伝資源の囲い込み・国
家間交流の制限が厳しくなっている現状にお
いて，画期的な成果といえる． 
 これらの新規ムギ類遺伝資源を栽培し，農
業形質の多様性評価および種子の増殖を行っ
ている（2007年，2008年導入分については完
了）． その結果，小麦粉品質に大きく影響す
るグルテニンサブユニットに多様な変異が存
在すること，ならびに①の収集系統の中に，
赤かび病抵抗性や湿害耐性に優れるコムギ系



統が存在することなどが明らかになった．ま
た，DNA解析の結果，ムギ類の適応・安定生産
に関わる春播性遺伝子や日長反応性遺伝子の
多様な変異が明らかになった（図２）． 

新規変異をもつムギ類遺伝資源の利用によ
り，新規遺伝子の同定などの基礎研究や品種
改良への展開が期待されている． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２．コムギにおける不感光性遺伝子 
Ppd-D1a の地理的分布 
 
２．ダイズグループ；①中国貴州省（2007年
10-11月），②ミャンマーのシャン州北部・東
部地区（2008年10月，タイのカセサート大学・
ミャンマー農業研究省との共同調査），③中
国雲南省西北部（2010年2-3月，中国科学院昆
明植物研究所との共同調査）においてダイズ
遺伝資源の調査・収集を行った．収集サンプ
ル数は，②栽培ダイズ35系統，③栽培ダイズ
20系統である．なお，on farm保全に関する情
報収集のために再訪問した①では新規のサン
プル収集は行っていない． 
 ①では，1994年と1995年に調査したミャオ
族自治区の集落を中心に再訪問したが，当時
と同じ在来種が継続的に利用されており，作
物遺伝資源のon farm保全に関する知見を得
ることができた．②の収集サンプルには，100
粒重が4.5ｇ程度の極小粒ダイズが含まれて
おり，また③では種皮色が黄色のダイズだけ
でなく，緑色または茶色の在来系統を確認す
ることができた． 
 これらの貴重なダイズ遺伝資源を研究基盤
として，適応性に深く関わっている種子の休
眠性，閉花受粉性，感光性について，またト
コフェノールなどの種子含有成分に関する基
礎研究を展開することができた． 
 
３．メロングループ；①中国雲南省南西部
（2007年9-10月，中国科学院昆明植物研究所
との共同調査），②ヴェトナム北部山岳地域
（2008年8月，ハノイ農業大学との共同調査），
③中国雲南省南西部（2009年11月，中国科学
院昆明植物研究所との共同調査）において
Cucumis属植物の調査・収集を行った．収集サ
ンプル数は，①メロン，キュウリおよび野生
種（C. hystrix）の51系統，②メロン，キュ

ウリおよび野生種（C. hystrix）の140系統，
③野生種（C. hystrix）の9系統である． 
 キュウリと交雑可能な野生植物遺伝資源で
あるC. hystrixの絶滅が危惧されていたが，
現地調査の結果，雲南省南西部およびヴェト
ナム北部山岳地域に広く分布していること，
そして山岳少数民族が食用に採集しているこ
とが確認された．欧米の主要ジーンバンクで
も未導入の本種の探索・導入に成功したこと
は高く評価される．ヒマラヤ山脈の東山麓で
栽培化されたと考えられているキュウリの進
化を解明する上で重要な野生種であり，
Cucumis属の系統進化に関する基礎研究の展
開，そしてキュウリの耐病性育種への利用が
期待されている． 

Ppd-D1a

Ppd-D1b

 また，ヴェトナムから新規に導入したメロ
ン遺伝資源のDNA解析により，日本のマクワ・
シロウリの起源に関する新知見を得ることが
できた． 
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